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奉仕の心を高める 

国際ロータリー第２５６０地区 

2016‐17 年度 ガバナー 

田中 政春（長岡西 RC） 

田植えの済んだ田園の瑞々しい緑色の風景がとても心地よい季節となりました。変わりゆく

景色に、時の経つ早さを感じます。皆さま、お変わりなくお過ごしでしょうか。 

私のガバナー年度もいよいよ最終月を迎えました。この一年の歩みを振り返るのは、まだ少

し先かと思いますが、今、確かに言えることは、決して自分ひとりの力で歩んできたのではな

いということです。私自身の気づかないところで、たくさんの会員の皆さまが協力し合い、汗

を流し、また、思わぬところで皆さまにご迷惑もかけていると思います。皆さまに対し、素直

に感謝と反省の気持ちでいっぱいです。引続き、次の新保清久ガバナー年度への皆さまからの

お力添えを切にお願い致します。 

さて、6 月は「ロータリー親睦活動月間」です。ロータリーの活動を表した言葉に「入りて

学び、出でて奉仕せよ」“Enter to learn, Go forth to serve”という言葉があります。一週一

回の例会に集い、その例会の場で友情を深め、自己研鑽を図り、その結果として奉仕の心が育

まれる、この例会での一連の活動がロータリーの「親睦」です。そして、例会で高められた奉

仕の心が各々の職場や家庭、地域社会での奉仕の実践に結びついていくということです。この

言葉を、多く会員の皆さまは、ご自身のロータリー活動で経験し、日頃のクラブでの親睦活動

を通し、肌身で実感されていると思います。 

現在、ほとんどのクラブにおいて、新入会員は親睦活動委員会に配属されると思います。親

睦活動委員として、例会ごとに会員同志の親睦を深める活動に従事することによって、一日も

早く、多くの会員との融和を図ることを期待しているからです。皆さまのクラブの新入会員の

方々が、友情あふれる楽しい例会を通じて、ロータリーの親睦を深め、自己研鑽と奉仕の心を

高めて、真のロータリアンとしてご活躍することを心より期待しています。 

私自身、ジョン F．ジャーム RI 会長のメッセージを今また読み返し、自分自身の心を高め、

一年の歩みを顧みたいと思います。暑い夏をひかえ、皆さま一層ご自愛下さい。 

私たち皆が「人類に奉仕するロータリー」を通じて世界をよりよい方向へ変える新しいチャ

ンスを持っているのです。 
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4 月 22 日 （土）に新潟市の ANA クラウンプラザホテル新潟に於いて 2017 年 4 月から新

たに奨学期間をスタートする米山奨学生のオリエンテーションが開催されました。 

当日は新保清久ガバナーエレクトのご列席を賜りました。 

2017 学年度新規米山奨学生 18 名とカウンセラーは、新保清久ガバナーエレクトの 

挨拶、そして田中雅史米山奨学委員長の挨拶と続き、オリエンテーションに入りました。  

書類選考・個人面接・グループディスカッションと難関を突破してきた優秀な 

奨学生に対して、オリエンテーションでは、奨学生の義務や責任、世話クラブカウンセラーの意義、世界中

に広がる「米山学友会」等々の説明を受けた後、誓約書・同意書に署名をし、カウンセラーから桜をモチー

フにした奨学生バッヂを胸につけていただき晴れて米山記念奨学生のスタートとなりました。 続いて、房

文慧（ファン ウェンウィー）学友会会長の挨拶を頂き、継続奨学生 3 名も合流し、皆さんで記念撮影をし

て歓迎会へと進みました。 

歓迎会は、丹治芳子米山奨学副委員長の挨拶と乾杯でスタートし、 当日初めてお会いした奨学生とカウ

ンセラーの皆さん、 学友会の理事の各々よりスピーチを頂き、 和気あいあいと楽しい時間を過ごすことが

出来ました。 中締めの挨拶を 宇尾野 隆 次年度米山奨学委員長より頂き、 全員で「手に手つないで」を

合唱して、大いに盛り上がり、お開きとなりました。 

 

奨学生をお引き受けくださった世話クラブ、カウンセラー、学友会、役員

の皆様、大変ありがとうございます。奨学生が皆様との交流を通じてロータ

リー精神を学び、その活動や日本人の心に触れる機会が与えられる中で、奨

学生としてふさわしい学生に育っていくことを期待したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

米山奨学生オリエンテーション・歓迎会 

 国際ロータリー第２５６０地区 

米山記念奨学委員会 

奨学生選考委員長 野崎 裕（新潟東 RC） 
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今年度は春のオリエンテーションを 2 月に行わなければならなかった関係で 4 月にもオリエンテーショ

ンを行うことになりました。 

4 月開催オリエンテーションには、田中ガバナーと新保ガバナーエレクトに出席頂き長期交換と短期交換

のオリエンテーションを実施しました。 

長期交換学生の参加者には韓国へ派遣予定の野口さん、ドイツに派遣予定の有田さん、カナダに派遣予定

の米山さんで短期交換学生の参加者は、市川さんと永野さん、野口さんとそれぞれの保護者、スポンサーク

ラブに出席頂き留学中の危機管理に重点にお話しさせて頂きました。 

 

危機管理に関するところでは、ロータリーがどのような仕組みで青少年交換を行っているかを説明し理解

してもらいました。ロータリー青少年交換の仕組みがわかることで、もし問題があった場合に誰にどのよう

にして相談したらいいのかを理解できたと思います。 

また、RIJYEC 研修部門委員の倉茂章青少年交換アドバイザーに RIJYEC が交換学生とどのようにかか

わっているかを説明していただきました。 

 

今回のオリエンテーションの中心はプレゼンの発表でした。交換学生の皆さんには、パワーポイントを使

った日本や新潟、自己紹介のプレゼンテーションの練習をしました。 

長期交換学生の 3 人は 2 回目ということもあり、プレゼンの仕方やパワーポイントの完成度は高く素晴

らしい発表でした。特に野口さんは韓国語に磨きがかかり韓国語がわからない私でも聞きやすいと感じまし

た。皆さんに共通していることは原稿を見ずにプレゼンができるように練習していただきたいことです。 

短期交換の 3 人は今回初めての発表でしたのでやはり練習不足とプレゼンの内容に課題山積といったと

ころでした。次回に期待したいと思います。 

 

 

 

委員会の仕事としてはこれから出発する学生の安全を守り、来日してる学生の状況を把握し見護ることで

すが今回のオリエンテーションでその役目を十分に果たしていると感じました。今後とも青少年交換委員会

の活動にご理解とご協力をお願いいたします。 

国際ロータリー第２５６０地区 

青少年交換委員長 本間 啓介（村上 RC） 

4 月開催派遣学生オリエンテーション 
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２０１７年５月１７日（日）、国際ロータリー（RI）第２５６０地区２０１７―２０１８年度地区研修・

協議会がホテルオークラ新潟において開催されました。 

田中政春ガバナーにご臨席頂き、約６２０名のロータリアンからご出席いただいたことに対し、心から感謝

申し上げます。 

 地区研修・協議会の目的は、次年度のクラブリーダー（会長・幹事、会計、委員長等）が研修を受け、意

欲を高める機会であるとされています。 

イアン H.S ライズリー次年度 RI 会長は、２０１７－２０１８年度のテーマを「変化をもたらす」と提唱

されました。ロータリアンが医療・福祉・教育等に対する様々な奉仕活動を通じて、様々な人々と関り、彼

らの人生に変化をもたらし、それによって得られる充実感こそが、活動の原動力となっていることを伝えた

いのだと思っています。 

 新保清久次年度ガバナーは、米国サンディエゴにおける研修の帰朝報告を行い、次年度の地区テーマ「Ｍ

ａｋｉｎｇ Ａ Ｄｅｉｆｆｅｒｅｎｃｅ ｉｎ  Ｍｙ Ｃｌｕｂ ａｎｄ Ｏｕｒ Ｄｉｓｔｒｉｃｔ（クラブ

と地区に変革をめざそう）」を具現化するために、「クラブのサポートと強化」「人道的奉仕の重点化と増加」

「公共イメージと認知度の向上」の３つの優先項目を掲げ、これに沿った地区運営方針について具体的な施

策を述べられました。 

 また、全体会議午前の部の基調講演では、本年度及び次年度 RI 研修リーダー足立功一様（釧路北 RC）

から、「ロータリーのグローバル化と未来」と題して、国際ロータリーと日本国内のロ

ータリーの設立とその後の変遷を具体的に述べられ、現在から将来に向かうロータリー

の姿についてご教示頂きました。 

午後は、第１セッションから第７セッションまで、地区役員らと次年度のクラブリー

ダーの皆様から、クラブと地区がいかに変革を目指して行くのかを学び、活発なご意見

を頂き、有意義な分科会であったと思います。 

 そして、懇親会前のアトラクションは三味線プレイヤー「史佳」（フミヨシ）率いる１０人揃えから親子

演奏、独演と、津軽三味線の怒涛のような響きを堪能して頂けたと思います。 

 懇親会は総勢６００名が和気あいあいと時間を過ごされ、分区を超えた交流に花が咲き、次年度のクラブ

リーダー間の親睦が図られたものと思っております。 

 わが新潟万代ロータリークラブは３８名という人員で地区研

修・協議会の運営に携わりましたが、コホストクラブの新潟南及

び新潟西ロータリークラブの皆さんには、準備段階から当日の運

営まで、大変なご支援ご助力を頂きましたことに、紙面をお借り

して心から感謝申し上げる次第です。 

本当に有難うございました。 

地区研修・協議会を振り返って 

 国際ロータリー第２５６０地区 

地区研修・協議会実行委員長 小泉 一樹（新潟万代 RC） 
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柏崎東ＲＣは、昭和４２年１０月１２日のＲＩ承認・加盟より５０年を数え、平成２９年４月２２日、柏

崎市産業文化会館に於いて「奉仕と友愛の半世紀」をテーマに創立５０周年記念式典を挙行いたしました。 

 櫻井柏崎市長、西川柏崎商工会議所会頭、田中ガバナー、パストガバナー、友好クラブである佐渡南ＲＣ

をはじめ、２５６０地区内より多くの皆様にご出席いただきました。 

 記念式典では、徳間会長の「５０年の歴史を再認識し、来るべき１００周年に向かっての原点を振り返っ

てみる節目と考え、今後のクラブの発展に努めてまいります。」との挨拶で始まり、ご来賓の田中ガバナー、

櫻井市長、西川会頭、橋本スポンサークラブ会長よりご祝辞をいただきました。 

 続く表彰では４０代から４９代の歴代会長表彰として、代表の池田４０代会長へ感謝状が手渡されました。 

 また記念事業として、地域社会と連携した「奉仕の理想」を掲げ、青少年が健全に学び成長できることを

祈念し、柏崎市の次世代青少年育成事業及び新潟産業大学附属高等学校ＩＡＣへの寄附と柏崎学童連盟へ学

童野球用外野フェンスの寄贈をいたしました。 

 

 祝賀会は、植木パストガバナーよりご祝辞をいただき、根岸佐渡南ＲＣ会長の乾杯のご発声により開宴。

小島のり子・澁谷盛良デュオによるフルートジャズが奏でられる中、来賓の方々、会員皆が和やかに親睦を

深めることができました。 

 最後に、柏崎３ＲＣの合同事務局を長年に渡り務めている、伊原事務局に感謝の花束を贈り、出席者全員

で「手に手つないで」を斉唱、本田会長エレクトの閉会の挨拶より、諸行事を無事終了することができまし

た。 

 ご多忙の中、また、遠方にもかかわらずご来臨賜りました来賓の皆様方、携わってこられましたすべての

皆様方に心より感謝申し上げます。 

 

 

５０周年実行委員長 

今井 孝彰（柏崎東 RC） 

柏崎東ＲＣ創立５０周年記念式典 
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 当クラブは、新潟東ロータリークラブをスポンサークラブとして、昭和５２年６月３０日に国際ロータリ

ーより加盟承認を受け、２６名のチャーターメンバーにて発足、本年で満４０周年を迎えました。これまで

の間、１９８２年４月２３日に大韓民国ソウル冠岳ロータリークラブと姉妹クラブとして、１９９３年９月

２７日に群馬前橋北ロータリークラブと友好クラブとして契約を締結し、互いのクラブ交流を通じ親睦を深

めて参りました。 

 去る５月２０日に４０周年記念式典をＡＮＡクラウンプラザホテル新潟にて執り行いました。 

 開催にあたり、篠田昭新潟市長、趙建熙駐新潟大韓民国総領事、霜鳥雅徳新潟商工会議所副会頭ほか地元

ご来賓の皆様、田中政春ガバナーをはじめ歴代のパストガバナー、海外よりソウル冠岳ロータリークラブ、

県外より前橋北ロータリークラブ、また県内・市内各クラブよりも多数の会員の方々よりご臨席をいただき

ましたこと誠にありがたく感謝申し上げます。 

 式典では４０周年を記念して当クラブが地域に根ざした事業として継続支援しております４つの記念事

業を行いました。 

① 福祉施設支援（車いす寄贈） 

② 難病ＡＬＳ（筋萎縮性側索硬化症）支援  

③ 知的障害者支援（ｽﾍﾟｼｬﾙｵﾘﾝﾋﾟｯｸｽ日本・新潟）ﾌﾛｱﾎｯｹｰ ﾚｶﾞｰｽ寄贈 

④ 提唱インターアクトクラブ（東京学館新潟高等学校ｲﾝﾀｰｱｸﾄｸﾗﾌﾞ）支援 

各支援先からも御礼のことばをいただき、今後とも永く支援していくことへの必要性を感じたところです。

記念式典の最後にわが新潟北ロータリークラブが誇る「新潟北グリークラブ」１０名の美声が会場に響き参

加者を魅了しました。 

 第２部として祝賀会を開催、アトラクションでは、新潟の誇る新潟芸妓の祝舞が華を添え、新潟出身の三

味線奏者の迫力ある音色が会場を盛り上げてくれました。そのような中、当クラブの４０年の歩みを記した

活動記録写真も紹介され会場の皆様に共感を与えると共に当クラブの和を重んじる楽しい一面も感じ入っ

てくれたようでした。１年に亘る実行委員会の努力が実った一日となりました。改めてご参加頂きました皆

様に感謝申し上げます。 

 今後も、当クラブはロータリーの友情と奉仕の理念を大切に、５０周年、６０周年への未来に向け地域社

会の奉仕活動や青少年の育成そして国際理解、親善、平和のため地域と共に奉仕活動に取り組んでまいりま

す。 

 

 

 

 

 

 

新潟北ロータリークラブ 

会長 小林 達（新潟北 RC） 

新潟北ロータリークラブ創立４０周年記念式典報告 
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新入会員 紹介 （敬称略） 

 

 

            

新 発 田 渡辺  裕介 2017.05.08 ㈲新柳本店 

村 上 佐 藤  学 2017.04.06 ㈱フォト・スタンプ新潟 

村 上 髙 橋  聡 2017.04.06 北越運送㈱ 

村 上 飛田野 さと子 2017.04.06 ㈱あさひ 

新 潟 池上  茂樹 2017.04.18 第一生命保険㈱新潟支社 

新 潟 藤井  邦之 2017.04.25 新日鐵住金㈱新潟支店 

新 潟 佐藤  邦栄 2017.04.25 ㈱千代田開発 

新 潟 小木  將綱 2017.04.25 ㈱ProntoNet 

新 潟 東 有竹  浩二 2017.04.21 日本生命保険（相）新潟支社 

新 潟 南 宮崎  信一 2017.05.10 有限会社 宮崎商店 

新 潟 北 當 野  篤 2017.05.08 ㈱当野不動産 

三 条 相場  弘介 2017.04.05 あいせき株式会社 

三 条 矢吹 信太郎 2017.04.26 東京海上日動火災保険㈱ 三条支社 

三 条 番場  太吉 2017.05.17 ㈱日本旅行 燕三条支店 

加 茂 久 保  満 2017.04.20 ㈲ 久 保 

長 岡 保科 幸太郎 2017.04.04 新潟日報社長岡支社 

柏 崎 山鳥  浩史 2017.04.05 ㈱IHI 柏崎刈羽原子力発電所 定検工事事務所 

柏 崎 大川  秀雄 2017.04.05 新潟工科大学 

柏 崎 東 森本  直樹 2017.04.17 日本生命保険相互会社 柏崎営業所 

長 岡 西 中川  雅史 2017.04.27 中川酒造㈱ 

長 岡 西 桜井   誠 2017.04.27 ㈱桜井建工 

雪国魚沼  成瀬  和徳 2017.04.01 日本生命保険相互会社 

津 南 内山 健太郎 2017.05.01 つなん司法書士事務所 

高 田 川崎  直哉 2017.04.14 国立大学法人上越教育大学 
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       （357号）  

   
「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。
  ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し皆様のご利用に備えており 
ます。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピー 
サービスも承ります。また、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。クラブ事務所にはロ 
ータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料のご紹介を致します。 
 

ロータリー情報 

              
 ◎「もっと世界を見つめ直ほそう」 千 玄室 [2016]  6p （D.2640地区大会記録誌） 
 ◎「まとめと提言」        黒田正宏 2017  3p （ロータリーの職業奉仕の歩みと今後への提案）
 ◎「私の信奉するロータリー」   松宮 剛  2017 10p 
 ◎「ロータリーはどこに行く？～日本のロータリー100周年に向けて」 

本田博巳 2017  10p （D.2760地区大会記録誌） 
 ◎「ロータリーを解り難くしているもの」      大重勝弘  2017  1p （D.2730月信） 
◎「職業奉仕・Vocational Service」                     2017  2p （D.2730月信） 

 ◎「2016年規定審議会における職業奉仕の変更点」       2017  2p （D.2650月信） 
 ◎「規程審議会決定に対する日本ロータリーの統一的見解について」富田英壽   2017  4p （D.2700月信） 
 ◎「ロータリー考『例会の頻度』」                       岡部一輝   2017   2p （D.2610月信） 
 ◎「ロータリーの新しいゾーン構成が決まる」                              2017  2p （D.2650月信） 
                                                      〔上記申込先：ロータリー文庫] 

  ロータリー文庫  

〒105－0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3 階  TEL（03)3433-6456・FAX（03)3459-7506   
http://www.rotary-bunko.gr.jp  開館＝午前 10 時～午後 5 時  休館＝土・日・祝祭日 

http://www.rotary-bunko.gr.jp/

